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１ 事業の経過および成果 

 当事業年度における国内経済をみると、コロナ禍から緩やかな回復基調が続く中で、

観光業やサービス業が徐々に回復しました。特に外国人観光客の増加が経済にプラス

の影響を与えた一方で、労働者不足という課題に直面しました。また、中東やウクラ

イナの情勢はエネルギー価格の変動を引き起こし、それが日本の輸入コストの増加に

繋がり、ひいては企業の生産コスト、さらには消費者物価にまで大きく影響しました。 

令和 5 年度の神鍋高原の夏季観光客の入込状況は、教育･文化･スポーツ合宿の再開

により入込が増え､約 13 万 3 千人（前年度約 12 万 2 千人）、前年度比 109％となり

ました。一方で冬季は、降雪に恵まれず、神鍋高原スキー場は約 3 万 8 百人（前年度

約 8 万 4 千人）、前年比 37％となりました。弊社の 12 月から 3 月までの総売上は、

5,449 万円（前年 5,805 万円）、前年比 94％となりました。その期間、経済支援クー

ポンは 107 万円（前年 1,328 万円）、前年比 8％となりました。 

このような状況の下、当社は「地域と共に創る個性ある道の駅」を目指し、取り組

んで参りました。 

 

従業員の職務能力向上を図るため、兵庫県内の道の駅や直売所の意見交換やコンサ

ルタントによるアドバイス、山陰海岸ジオパーク内の地元企業・高等学校・生産者等

との連携強化により、店舗展開（集客・客単価アップ）や「個性ある道の駅づくり」

のための研修を行いました。 

また、毎月開催している社員会議では、部門ごとに経費実態（部門別管理表・ラン

ニングコスト推計表等）を月次検討し、部門別の課題の抽出を行いました。 

さらに、イベント計画・商品開発・設備投資計画等、勉強会を適時実施しました。

特に、当事業年度は経費削減、労務改善の実施、アフターコロナに向けた運営等につ

いても全従業員で取り組みました。 

 

〇来客数 

道の駅「神鍋高原」 １１１，６５８人（前年度比：１０３％  ３，６９６人） 

 神鍋温泉ゆとろぎ   ５２，１１３人（前年度比： ８９％ △６，５３８人） 

 

結果、当事業年度における業績は、 

売上高   １８９，８９５千円（前年度比：１０３％  ６，３０２千円） 

営業利益   △７，６６５千円（前年度比：  ―  ％ △２，６５１千円） 

経常利益   △５，９７２千円（前年度比：  － ％ △３，７０６千円） 

当期純利益  △６，１８３千円（前年度比：  ― ％ △３，７０７千円） 

0（前年度：△２，４７６千円）となりました。 



（１） 道の駅「神鍋高原」 

① 売店部門 

当事業年度も物価高騰による価格改定が続き、廃番商品も増え、品揃えにも影響が

でました。さらに、兵庫県の家計応援キャンペーンのはばタン Pay プラス等、経済

支援クーポンの利用が 754 千円（前年度比 6％）となり、大幅に減少しました。 

情報発信として、テレビでは、6 月に朝日放送「アタック 25NEXT」にて谷原章介

さんに神鍋高原キャベツを丸かじりしてもらい、高原キャベツの魅力を発信して頂き

ました。9 月に ABC テレビ「news おかえり」や 11 月に旅雑誌「旅色」の取材にて

トリンドル玲奈さんに特産品を紹介していただきました。 

商品開発として、7 月に神鍋産ブルーベリー使用した「神鍋ブルーベリーアイスメ

ロンパン」の販売を開始しました。12 月からは神鍋 3 箇所の「神鍋スキーリフト券」

の取り扱いを開始し、温泉やお食事付のお得なセット券も併せて販売しました。10

月から新米フェアを実施し、レストランとの連携で神鍋のお米を PR し販売強化を行

いました。 

新たな取り組みとして、4 月に日高・但馬農業高校や地元企業との連携し、前年よ

りも、内容を充実させた、「道の駅の日イベント」を開催しました。また、現金以外

の決済方法として、ＱＲ決済の導入を行い、9 月からはばタン Pay プラス、12 月か

ら PayPay の取り扱いを始め、利用者には大変好評でした。 

さらに、下記の商品を道の駅「神鍋高原」のおすすめ商品と位置付け、ポスターや

SNS 等と連動し、他店舗との差別化を図りました。 

○ほんまもん神鍋     年間販売数：11,775 個 売上金額：7,217 千円  

〇高等学校商品      年間販売数： 7,046 個 売上金額：1,663 千円 

○キャベツチップ     年間販売数： 2,658 個 売上金額：1,428 千円 

〇神鍋山荘するめ糀漬け  年間販売数：  701 個 売上金額： 771 千円  

 〇コウノトリ育むお米   年間販売数：  461 個 売上金額：1,321 千円 

              ※年間販売数量の多い順番に並べています。 

② 飲食部門 

 毎年 7 月・8 月に開催する「全但バス神鍋線利用促進イベント」の「神鍋 BeerNight」

を開催し、客数 325 名、売上金額 1,014 千円、バス乗客約 100 名、昨年より約 38 名

増、売上金額 556 千円増、前年比 224％とより賑わいを取り戻してきました。また、

経営改善の為、コンサルタントの指導により、料理内容及び仕入れの見直し、原価意

識の向上を図りました。 

平日の利用促進として、10 月より月替わりメニューを開始し、新米メニュー、神

鍋野菜の豚汁定食、神鍋清流サーモン丼を展開。さらに節分には恵方巻を PR し、神

鍋清流サーモンを使った太巻きを販売した結果 118 本の予約をいただくなど地元の

食材を中心にした料理の提供を行い販売しました。また、レストランの一部を共有ス

ペースとして貸し出し、ミーティングや出張ワークに利用していただき、10 月には

豊岡市主催の「豊岡ファンミーテイング」にて、地産地消料理でおもてなしをさせて



いただきました。 

土、日、祝日のランチビュッフェは順調で 1 年間を通して営業できました。客数

15,027 名（前年比 133％）、売上金額 17,300 千円（前年比 139％）となり、昨年よ

り客数 3,687 名増加、売上金額 4,840 千円増加となりました。また、原材料の高騰に

より、1 月から大人・シルバー料金の値上げも行いましたが、メニューにも地元の食

材を多用することにより「食」による魅力発信に努めました。 

新たな取り組みとして、９月より業務委託により広報を強化し、料理撮影やレシピ

開発、ポスターや SNS での情報発信を積極的に行いました。10 月にホームページを

リニューアルし、団体向けメニューや新商品の情報発信を行い、2 月より予約サイト

「じゃらん」に登録しました。また、スノーシーズンではスキーリフト稼働日に併せ

て夜営業を実施し売上確保に尽力しましたが、雪不足で結果は出ませんでした。 

1 年を通して、季節感、イベント感を全面に出すことをテーマに掲げたレストラン

に変えつつあります。 

 

（２） 神鍋温泉ゆとろぎ 

当事業年度は、６月にレジオネラ菌発生により、約１か月の休業となり、営業にも

大きく影響しましたが、売上金額は前年とほぼ同じ数値まで回復しました。菌の発生

には十分注意し、衛生管理を徹底していきます。 

当年度も物価高騰により、経営を圧迫していた燃料費は前年度比 81％、1,658 千円

を削減しました。特に木質ペレットの使用量を増やし、ガス燃焼時間の短縮によりガ

ス使用量を前年度比 61％削減し、燃料費削減に繋がりました。さらに 7 月から温泉

の入浴料を現行の 700 円から 800 円に値上げを行いました。また、水道光熱費は前

年度比 80％、1,536 千円削減が出来ました。 

スキー場は前年に比べ積雪量が少なく、営業日数 31 日（前年度比 44％）となり、

「スキーリフト券利用者割引」の利用者も 2,154 名（前年比 41％）と前年より大幅

に減少しましたが、グリーンシーズンの「神鍋高原キャンプ場利用者割引」5,959 名

(前年比 173％)と前年より大幅に利用者が増えました。定番の「JAF カード会員割引」

6,318 名、「あいカード会員割引」3,856 名、「フェアフィールド・バイ・マリオット・

兵庫神鍋高原利用者割引」877 名など、提携した割引サービスには一定の効果があり

ました。 

入浴以外の売上金額 3,678 千円(前年比 105％)となり、昨年より 166 千円増加とな

りました。ドリンクや食品販売の取り扱い数量を増やし、食品以外もコウノトリ育む

お米を使用したシャンプーや入浴コスメ類、サウナグッズなどの充実に加え、入浴後

に利用いただく高性能なマッサージチェアを導入し誘客に努めました。 

新たな取り組みとして、9 月から季節感のあるお茶の振舞い、12 月より QR 決済

の PayPay を導入しました。1 月以降、玄関前にイルミネーションを設置し、2 月か

らはメンズデーとして、サウナの室温を 5 度上げたり、レディースデーとして、特別

なアメニティを設置し、サービス向上に努めました。また、新規顧客の取り込みの為



に、LINE 登録キャンペーンを行い、集客に繋げることができました。また、客単価

アップを目標に湯上り後の飲食に力を入れ、31 アイスクリーム、コンビニ仕様の売

店商品等、キャンプ客、他県からの来客向けの附帯販売に力をいれました。サウナ室

の改善にも注力し、ヒノキ板の入れ替え等で利用者サービスを意識しサウナブームに

よる若者の利用促進につなげました。 

 



２ 事業実績 

   売上高の推移                            単位：千円 

    

   営業成績、財産状況の推移                     単位：千円 

区  分 第 26 期 第 27 期 第 28 期 第 29 期 第 30 期 

経常利益 △3,195 3,592 2,302 △2,266 △5,972 

当期純利益 △2,600 3,304 1,572 △2,476 △6,183 

総資産 34,296 70,317 72,338 70,580 35,207 

純資産 22,597 25,901 27,472 24,996 18,813 

    

３ 会社の概要 

（１）資本金 

資本金     36,000,000 円 

 

（２）株式の状況 

発行済株式総数 720 株 

  うち豊岡市保有分 400 株 

 

（３）役員の状況 

役職名 役員名 

代表取締役 岡 森 且 哉 

専務取締役 池 田 敬 一 

取 締 役 柳 沢 和 男 

取 締 役 西 田   清 

取 締 役 村 上 勝 幸 

取 締 役 岡 藤 泰 明 

監 査 役 米 田 紀 子 

監 査 役 玉 置 孝 至 

 

（４）従業員の状況 

区 分 人 数 

正  社  員  5 人 

パート社員等 23 人 

合 計 28 人 

区  分 第 26 期 第 27 期 第 28 期 第 29 期 第 30 期 

売店部門 107,315 113,343 107,367 117,447 117,441 

飲食部門 32,510 17,835 21,622 24,576 30,270 

温泉部門 37,654 33,477 39,483 37,343 37,857 

市受託料 3,954 3,969 4,024 4,227 4,327 

合  計 181,433 168,624 172,496 183,593 189,895 
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